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2. T-l、2の誠査

T-l 5世紀後半の土坑墓、吉墳時代と考えられる

9世紀、 13世紀、近代の井戸が検出され

た。

T-2 連合寺の墓地を区画していたと考えられる溝

が検出された。五輪塔の風 @ZE輪が出土している。

3. T -3の調査

地形および層序

T--3は東側半分が周間に比べて約 1m/J¥高くなっ

ており、この高さは蓮台寺境内地に共通する。まず、

この小高い部分の層序をのべると、地表面下約50cmは

大部分が竹の根によって撹乱を受けているレキ層であ

る。その下に黄色粘質微砂質土が約30cm堆積している。

さらに褐色系の砂質土があり、これがT-3で中心と

る時期である中世の遺構検出国となっている。また

この層には縄文時代から古墳時代の遺物がふくまれて

いる。他の場所から持ちこまれて整地された土であろ

う。 T 3の中では、最もよくしまった摺である。整

地摺以ドは砂j脅からなる地山である。レキ層は、 トレ

ンチ中央部より西側に向かつて落ち込んでおり、整地

層がみられるのはSD-32の東側のみである。整地層

の方向は概ねN-28"-Eで、蓮台寺境内地の異方位地

割よりもやや東にふるものであるが、中世の遺構群の

方向を規制している。 T-3北コーナ一部分では、黄

灰色粘質帝国砂質土からなる整地された部分がみられ、

T-3における整地部分は、北側で屈曲していること

がわかる。

遺構

中央の整地された部分には溝、こと坑、ピットが、南

西側および、北東側に落ちこむ部分からは大溝などが検

出されている。

S K-30. 31 径約 4mの円形の土坑である。もっと

も新しい遺構である。

S 0-30~34 11屈が約80cm、深さ約50cmで、黄色土を

埋土とし、断面が逆台形の潜である。 SD-34は、 S

K--30、31に切られるが、そのほかの遺構には先行す

るものである。また、 SD-33およびSD-34は、整

地された部分の西限および東限にそれぞれ一致するo

S D-30~34からは縄文時代から中位に至る遺物がtfj

ごtしている。

S 0-36 整地層とに掘削された溝である。 SD-33、

34に先行する。:l塑土は茶味黄色ことで深さ約55cmである。

整地層上のピット 整地層のうち、 SD-33、土坑群、

S D-34によって区画された部分でいくつかのピット

が見つかっているが、建物としての明確なまとまりは

とらえることができなかった。このうち P-42は一辺

約60cmの隅丸方形ピットで、 15-[立紀前半の遺物が出土

している。また、ピット群の間の整地層上に焼土が認
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められた部分があった。

S K-300 長径4.6m、短佳1.5mの長楕円形土坑であ

る。 13世紀後半の遺物が多量に出土している。 SK

30、SD-34vこ切られている。

S K-301 長径2.8m、組径1.5mの長楢円形土坑であ

る。 15世紀の遺物が出土している。

S K-302 長径5.5m、短径2.8mの長楕円形こと坑で、あ

る。 14~15世紀の遺物が出土している。 P-42に切ら

れる。

整地された部分が西側に落ち込んで、いく付近からは、

大溝が検出されている。

S 0-39 整地された部分の約 5m西で、検I出された、

幅約2.5m、深さ約1.1mのV字の大識である。この溝

はN-280-E方向に掘削されており、これは中央の整

地された部分に並行している。上層からはl4-位紀の遺

物が、下関からは13世紀後半の遺物が出土している。

大溝は上層の時期に掘り蔵されたものと考えられる。

また、最上層に黄色土が被っている部分があり、ここ

からは、近世の遺物が出土している。また、大溝はそ

の北端で西に折れ、さらにトレンチ西隅で南に折れて

いる (SD-43)。

落ち込み(1) 大溝北端の屈曲部の北側にある、幅広い

S K 300 








